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結
城
秀
康
と
西
福
寺 

 
 

 

 

Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
大
河
ド
ラ
マ
「
ど
う
す
る
家
康
」

で
、
話
題
に
な
っ
て
い
る
結
城
秀
康
公
は
西
福

寺
と
は
深
い
関
係
が
あ
り
ま
す
。 

 

徳
川
・
松
平
家
が
浄
土
宗
に
篤
く
帰
依
し
て

い
た
こ
と
に
も
依
り
ま
す
が
、
特
に
西
福
寺
は

福
井
藩
松
平
家
と
の
繋
が
り
が
深
い
お
寺
で 

 

結
城
秀
康
公
は
幼
名
を
於
義
丸
。 

法
名 

浄
光
院
殿
森
巖
道
譽
運
正
大
居
士
。 

徳
川
家
康
の
次
男
に
し
て
二
代
将
軍
秀
忠
の

庶
兄
に
な
り
ま
す
。
生
母
は
長
勝
院
永
見
氏

（
お
万
の
方
）
三
河
池
鯉
鮒
の
神
主
志
摩
守
小

野
吉
央
（
後
に
村
田
意
竹
と
称
す
）
の
娘
で
、

天
正
二
年
正
月
五
日
生
ま
れ
、
永
見
氏
の
孕
め

る
や
築
山
殿
（
家
康
の
正
室
）
に
憚
る
処
あ

り
、
遠

江
浜
松
城
外

雄
踏
村

に
於
い
て
産
ま
れ
て
い
ま
す
。
家
康
も
亦
、
子 

 同
十
二
年
十
月
豊
臣
秀
吉
の
猶
子
と
為
り
、

秀
康
（
秀
吉
の
秀
と
家
康
の
康
）
と
称
し
従
四

位
下
侍
従
に
任
じ
羽
柴
三
河
守
秀
康
と
な
る
。

時
に
十
一
歳
な
り
、
秀
吉
に
実
子
が
誕
生
し
た

為
、
同
十
八
年
秀
吉
の
命
に
依
り
結
城
晴
朝
の

娘
の
養
嗣
子
と
な
り
家
督
を
継
ぎ
結
城
秀
康
と

な
っ
た
の
で
す
。 

武
将
と
し
て
の
器
量
は
一
流
で
周
囲
か
ら
も

認
め
ら
れ
て
お
り
、
武
勇
抜
群
、
剛
毅
で
体
躯

も
良
か
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
何
よ
り
も
実

父
家
康
、
養
父
秀
吉
・
結
城
晴
朝
か
ら
大
事
に

さ
れ
た
存
在
で
あ
っ
た
。 

慶
長
五
年
、
関
ヶ
原
の
役
の
功
に
よ
り
越
前
六

十
八
万
石
を
与
え
ら
れ
、
同
十
年
正
三
位
中
納

言
に
進
叙
さ
れ
ま
し
た
。 

 

中
納
言
秀
康
（
結
城
氏
） 
福
井
藩
祖 

當

山
十
八
世
天
榮
上
人
ニ
帰
依
シ
庶
子
竹
治
郎
ヲ

出
家
セ
シ
ム 

當
山
二
十
一
世
呑
榮
（
敦
榮
）

上
人
是
ナ
リ 

亦
書
院
ノ
木
材
ヲ
寄
付
シ
曼
荼

羅
表
具
ノ
修
繕
ヲ
為
ス 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

  

當
山
十
八
世
天
榮
上
人
は
武
蔵
國
の
人
で
、

特
に
徳
川
家
康
公
の
寵
遇
を
受
け
、
慶
長
七
年

冬
、
福
井
城
主
中
納
言
秀
康
の
招
請
に
依
り
西

福
寺
に
晋
山
。
同
八
年
八
月
秀
康
公
西
福
寺
に

参
詣
し
て
天
榮
上
人
に
念
佛
の
宗
要
を
聞
き
大

い
に
感
化
さ
れ
、
庶
子
竹
治
郎
（
八
歳
）
を
託

し
て
出
家
せ
し
む
。
之
を
敦
榮
（
後
に
呑
榮
と

改
名
）
と
名
付
く
。 

越
の
秀
嶺 

 

当
山
二
十
一
世
見
蓮
社
正
誉
上
人
良
和
呑
榮

大
和
尚
は
福
井
藩
主
結
城
秀
康
公
の
庶
子
で
あ

り
松
平
忠
直
公
の
異
母
弟
に
し
て
、
将
軍
徳
川

家
康
公
の
孫
に
あ
た
り
ま
す
。
呑
榮
上
人
は
西

福
寺
興
隆
に
尽
力
さ
れ
た
大
徳
で
あ
り
、
山
内

に
は
、
書
院
（
結
城
秀
康
公
寄
進
）
、
鬱
金
桜

（
松
平
忠
直
公
御
手
植
）
、
ま
た
宝
物
と
し
て

越
前
松
平
家
と
の
関
係
が
し
の
ば
れ
る
古
文

書
・
文
化
財
が
多
く
遺
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
現
在
も
越
前
松
平
家
、
徳
川
歴
代
将
軍
の

位
碑
を
奉
安
し
て
い
ま
す
。 

徳
川
御
三
家
・
御
三
卿
・
越
前
松
平
家
の
方

が
ご
住
職
と
な
ら
れ
た
寺
は
『
秀
嶺
』
と
呼
ば

れ
、
西
福
寺
は
特
に
十
五
弁
の
三
つ
葉
葵
の
紋

を
使
う
こ
と
を
許
さ
れ
た
寺
で
も
あ
り
ま
す
。

そ
の
由
縁
に
よ
り
西
福
寺
は
『
越
の
秀
嶺
』
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。 

 

山
主 

戒
誉
信
玄 

※

越

の

秀

嶺 

西

福

寺 

勅

願

所 

骨

仏

の

寺 

勝

運

の

寺 

※徳川御三家・御三卿、越前・会津（松平家）の方がご住職となられた寺は『秀嶺』と呼ばれる。 

【
西
福
寺
寺
誌
】 

 

ま
す
。
家
康
も
亦
、
子
と
し
て
養
わ
ず
本
田
重

次
之
を
撫
育
し
、
同
四
年
兄
信
康
に
因
り
て
家

康
公
と
父
子
の
対
面
を
し
て
お
り
ま
す
。 

す
。 

る
や
築
山
殿
（
家
康
の
正
室
）
に
憚
る
処
あ
り
、

遠
江
浜
松
城
外
雄
踏
村
に
於
い
て
産
ま
れ
て
い 
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後
藤
ひ
ろ
み 

福
井
市
生
ま
れ
。「
ふ
く
い
歴
女
の
会
」
会
長
。

ベ
ー
カ
リ
ー
カ
フ
ェ
「
た
ね
と
、
は
っ
ぱ
。」（
現
在
休
店
）、
福

井
県
歴
史
博
物
館
内
「
歴
博
茶
房 

と
き
め
ぐ
る
、
カ
フ
ヱ
ー
。」

経
営
。
福
井
県
歴
史
活
用
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
。「
コ
ミ
ッ
ク
版

日
本
の
歴
史
」
シ
リ
ー
ズ
（
既
刊
八
十
七
巻 

ポ
プ
ラ
社
）
最
新

刊
『
結
城
秀
康
』
を
始
め
『
松
平
春
嶽
』
『
大
谷
吉
継
』
『
柴
田

勝
家
』
『
渋
沢
栄
一
』
な
ど
の
原
作
者
。
『
歴
飯
ヒ
ス
ト
リ
ア
』

（
つ
ち
や
書
店
）
レ
シ
ピ
監
修
。
令
和
四
年
福
井
県
文
化
奨
励

賞
受
賞
。
テ
レ
ビ
出
演
、
企
業
・
大
学
で
の
講
演
も
多
数
。 

 
 
 
 
 
 

 
 

福
井
県
立
歴
史
博

物
館
カ
フ
ェ
を
営
み

な
が
ら
、〈
ふ
く
い
歴

女
の
会
〉
代
表
と
し

て
福
井
の
歴
史
を
満

喫
し
て
い
る
後
藤
ひ

ろ
み
と
申
し
ま
す
。 

私
と
西
福
寺
の
ご
縁
は
二
〇
一
八
年
発
刊 

『
コ
ミ
ッ
ク
版
日
本
の
歴
史
・
大
谷
吉
継
（
ポ

プ
ラ
社
）』
の
原
作
を
担
当
し
た
こ
と
か
ら
始
ま

り
ま
す
。
四
五
〇
年
ほ
ど
前
に
生
き
た
人
を
描

く
に
あ
た
り
、
私
は
先
ず
本
人
が
書
い
た
書
状

か
ら
そ
の
人
と
な
り
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
き
ま

す
。
西
福
寺
に
は
吉
継
公
直
筆
の
書
状
四
通
が

残
さ
れ
て
お
り
、
病
に
効
く
薯
蕷
（
山
芋
）
を
贈

っ
た
お
寺
の
心
遣
い
を
喜
び
、
寺
が
免
税
に
な

る
よ
う
努
め
、
住
職
の
病
に
後
継
者
や
医
者
の

手
配
ま
で
気
遣
う
様
子
が
伝
わ
り
ま
す
。
浮
か

び
上
が
る
の
は
、
地
域
や
そ
こ
に
住
む
人
々
と

心
を
通
わ
せ
、
思
い
や
り
寄
り
添
う
人
物
像
。

そ
ん
な
姿
を
コ
ミ
ッ
ク
に
描
か
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。 

西
福
寺
を
大
切
に
し
た
の
は
大
谷
吉
継
だ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
現
在
放
送
中
の
大
河
ド
ラ

マ
主
人
公
・
徳
川
家
康
も
浄
土
宗
を
信
仰
し
、

そ
の
次
男
で
初
代
福
井
藩
主
と
な
っ
た
結
城
秀

康
も
西
福
寺
を
大
切
に
し
ま
し
た
。
私
は
先
月

発
刊
の
同
シ
リ
ー
ズ
『
結
城
秀
康
』
原
作
も
書

か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
子
息
・
呑
栄
上

人
を
西
福
寺
住
職
と
し
た
秀
康
の
心
に
触
れ
た

く
て
、
何
度
も
西
福
寺
で
二
橋
御
住
職
に
お
話

を
伺
っ
て
き
ま
し
た
。 

家
康
が
「
穢
れ
た
こ
の
世
を
浄
土
に
、
戦
の
な

い
平
和
な
世
を
作
る
」
と
の
決
意
で
『
厭
離
穢

土
欣
求
浄
土
』（
※
１
）
を
旗
印
と
し
「
南
無
阿
弥

陀
仏
」
と
書
き
続
け
た
お
話
に
は
涙
が
こ
ぼ
れ

ま
し
た
。
「
越
の
秀
嶺
」
、
徳
川
家
ゆ
か
り
の
お

寺
に
だ
け
許
さ
れ
る
こ
の
呼
び
方
の
重
み
、
天

下
泰
平
を
招
く
た
め
臨
み
続
け
た
徳
川
一
族
の

決
意
が
、
お
寺
の
そ
こ
か
し
こ
に
掲
げ
ら
れ
る

葵
の
御
紋
か
ら
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。 

阿
弥
陀
堂
も
本
屋
上
半
部
は
朝
倉
氏
と
西
福

寺
の
深
い
縁
に
よ
り
一
乗
谷
か
ら
譲
り
受
け
た

と
伝
わ
り
ま
す
。
信
長
に
よ
っ
て
焼
き
尽
く
さ

れ
た
一
乗
谷
朝
倉
氏
の
栄
華
が
、
西
福
寺
の
中

に
今
も
ひ
っ
そ
り
と
息
づ
い
て
い
る
な
ん
て
！ 

訪
れ
る
た
び
に
感
動
が
募
り
ま
す
。 

こ
う
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
に
大
切
に
さ
れ

て
き
た
西
福
寺
が
、
今
、
修
復
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
を
生
き
る
私
た
ち
し
か
見
る
こ
と
が
で
き
な

い
、
修
復
中
の
御
影
堂
を
仰
ぎ
、
百
年
・
千
年
先

の
人
が
目
に
す
る
景
色
を
作
っ
て
い
る
の
か
と

不
思
議
な
感
動
を
覚
え
ま
す
。 

修
繕
に
は
大
き
な
費
用
が
か
か
る
そ
う
で
、

非
力
の
私
は
ど
ん
な
応
援
が
で
き
る
だ
ろ
う
と

途
方
に
く
れ
る
の
で
す
が
、
み
な
さ
ん
の
合
言

葉
『
普
請
衆
力
』（
※
２
）
（
あ
ま
ね
く
衆
力
を
請

う
）
に
救
わ
れ
て
い
ま
す
。
よ
り
多
く
の
人
が

賛
同
し
、
た
と
え
わ
ず
か
で
も
、
善
意
を
持
ち

寄
っ
て
完
成
さ
せ
て
こ
そ
、
御
影
堂
に
心
が
宿

る
と
い
う
呼
び
か
け
に
、
そ
れ
な
ら
私
に
も
で

き
る
こ
と
が
あ
り
そ
う
だ
と
思
え
る
か
ら
で
す
。 

そ
う
い
え
ば
西
福
寺
と
縁
の
あ
る
朝
倉
氏
の

家
訓
に
「
一
人
に
一
万
疋
の
値
段
の
名
刀
を
持

た
せ
て
も
百
疋
の
鑓
を
持
つ
百
人
に
は
か
な
わ

な
い
」
と
い
う
一
節
が
あ
り
ま
す
。
今
回
の
修

繕
は
私
た
ち
に
力
を
合
わ
せ
る
こ
と
の
大
切
さ
、

「
衆
力
」
と
い
う
も
の
を
教
え
て
く
れ
て
い
る

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

西
福
寺
山
門
に
立
ち
、
御
影
堂
を
見
上
げ
る

と
、
悠
久
の
時
の
中
で
一
体
ど
れ
だ
け
の
人
が

こ
こ
に
立
つ
の
か
、
私
た
ち
の
心
は
未
来
の
子

供
た
ち
に
も
届
く
だ
ろ
う
か
と
、
い
ろ
い
ろ
な

思
い
が
こ
み
上
げ
ま
す
。
山
か
ら
里
へ
吹
き
ぬ

け
る
心
地
よ
い
清
風
を
感
じ
な
が
ら
、
つ
い
南

無
阿
弥
陀
仏
と
手
が
合
わ
さ
り
ま
す
。
こ
れ
か

ら
も
こ
の
ご
縁
に
感
謝
し
な
が
ら
西
福
寺
を
応

援
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。 

未
来
に
伝
え
た
い
万
人
の
善
意 

 
 
 

 
 

  

※
１ 

え
ん
り
え
ど
ご
ん
ぐ
じ
ょ
う
ど 

※
２ 

ふ
う
し
ん
し
ゅ
う
り
き 

 後藤 ひろみ 

 

 

不
思
議
な
感
動
を
覚
え
ま
す
。 

修
復
に
は
大
き
な
費
用
が
掛
か
る
そ
う
で
、 
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《十
夜
法
要
》 

 

 

一
、
日
時 

十
一
月
十
八
日
㈯ 

午
後
一
時
半
よ
り 

一
、
説
教 

総
本
山
知
恩
院
布
教
師 

 
 
 
 
 
 
 
 

山
泉 

慶
林
院 

加
藤
恭
慈
上
人 

一
、
場
所 

法
然
上
人
仮
御
堂 

 

 

万
障
お
繰
り
合
わ
せ
の
上
、
お
参
り
く

だ
さ
い
。 

大
原
山 

西
福
寺 

 

宿
願 

『
令
和
の
大
修
復
』 

勧
募
の
お
願
い 

 
        

国
指
定
重
要
文
化
財
の
御
影
堂
・
庫
裏
玄
関
等
の
修
復
工
事

を
『
令
和
の
大
修
復
』
と
し
て
、
寺
檀
一
体
と
な
っ
て
邁
進
努
力

致
し
て
お
り
ま
す
。 

し
か
し
な
が
ら
、
當
山
に
と
り
ま
し
て
は
総
工
費
二
十
八
億

円
と
言
う
と
ん
で
も
な
い
大
事
業
で
あ
り
ま
す
れ
ば
、
皆
様
の

懇
志
御
協
力
に
頼
る
ほ
か
あ
り
ま
せ
ん
。 

国
の
九
鼎
で
あ
り
、
福
井
県
そ
し
て
敦
賀
市
の
寶
で
あ
る
西

福
寺
の
法
城
を
何
と
し
て
も
守
ら
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
大
原
山

復
興
の
願
い
を
共
有
し
て
頂
き
、
こ
の
淨
業
達
成
の
た
め
、
ご

理
解
を
戴
き
、
浄
財
の
ご
寄
進
を
賜
り
た
く
、
伏
し
て
勧
募
の

お
願
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

西
福
寺
に
伝
わ
る
貴
重
な
文
化
財
の
数
々
と
伝
統
建
造
物
を

継
承
保
存
す
べ
く
、
市
内
外
の
政
治
・
経
済
・
文
化
・
観
光
等
、

各
界
・
各
層
の
文
化
財
愛
好
の
識
者
、
広
く
は
市
民
の
方
々
の

ご
理
解
、
ご
支
援
を
い
た
だ
い
て
、
こ
れ
ら
建
造
物
文
化
財
の

修
復
整
備
の
大
事
業
完
遂
に
邁
進
い
た
し
て
お
り
ま
す
。 

つ
き
ま
し
て
は
、
名
刹 

西
福
寺
修
復
の
た
め
に
特
段
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
伏
し
て
懇
願
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

西
福
寺
文
化
財
修
理
事
業
奉
賛
会 

 

 

（
無
量
子
） 

 

                                         
 

 

西
福
寺
修
復
事
業
積
立
金 

寄
進
者
御
芳
名
（
六
回
目
掲
載
） 

今
庄 

三
島
西
蓮
寺 

三
島 

東
京 

長
浜
市 

 

西
村 

信
子 

様 

花
木 

信
徹 

様 

宮
下 

あ
き 

様 

匿
名  

境
内
修
復
浄
財 

  

五
十
万
円 

五
千
円 

一
万
円 

千
四
百
円 

一
万
四
百
円 

   

※
右
、
御
芳
名
を
記
し
、
西
福
寺
修
復
事

業
に
充
当
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ご
寄

進
者
に
対
し
心
よ
り
厚
く
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。 

合
掌 

 
 

合
掌 

 

大
原
山 

西 

福 

寺 

 

大
原
山 

西 

福 

寺 

 

※
仮
御
堂
に
ト

イ
レ
は
あ
り
ま

せ
ん
。 

※
山
内
工
事

中
に
付
き
、
十

分
に
ご
注
意
く

だ
さ
い
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。 

 

御影堂覆屋の基礎工事状況 

半
鐘
の
参
れ
参
れ
と
鳴
る
十
夜 

無
量
子 

 

記 
 
 

『普請衆力』ふうしんしゅうりき 

普く衆力を請う（あまねくしゅうりきをこう） 

普請とは土木工事や建築を示す言葉で

すが、仏典に出てくる言葉で、寺の堂塔建

造には仏天の擁護のもと、あらゆる多くの

人々のご理解、労力奉仕や資金の提供等

の協力が必要であり、浄業達成のため、一

人でも多くの方々のご協力を願う次第です。 

合掌九拝 
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【各
種
教
室
の
ご
紹
介
】 

◎
書
道
教
室 

月
二
回
・週
末
講
師 

井
上
白
紗 

一
回 

千
円 

◎
ヨ
ガ
教
室 

第
二
・
四
金
曜 

講
師 

川
島
香 

一
回 

千
円 

 

持
ち
物 

ヨ
ガ
マ
ッ
ト 

◎
華
道
教
室 

第
二
・四
木
曜
講
師 

甫
里
定
榮 

 

月
謝 

二
千
円 

花
代 

各
千
円 

 

十
月
一
日
㈰ 十

四
時
～ 

 

十
月
三
日
㈫
は 

お
休
み
し
ま
す 

 
十
一
月
三
日
㈮ 

十
四
時
～ 

 

十
一
月
十
八
日
㈯ 

十
三
時
半
～ 

 

十
二
月
三
日
㈰ 

十
四
時
～ 

   

一
月
一
日
㈪ 

 

今
後
の
行
事
予
定 

 

【
特
別
納
骨 

施
餓
鬼
会
】 

 

【
別
時
念
佛 

法
話
の
会
】 

 

【
別
時
念
佛 

法
話
の
会
】 

 

【
十
夜
法
要
】 

  

【
別
時
念
佛 

法
話
の
会
】 

 

【
除
夜
の
鐘
】 

 

【
修
正
会
】 

         

寺
務
所
通
信 

※
コ
ロ
ナ
禍
の
状
況
に
よ
り
各
法
要
行
事
等

の
変
更
が
あ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
西
福
寺

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
と
合
わ
せ
て
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

 
 
 
 

                       
 

                 

    
 

編
集
兼
発
行
人
・
二
橋 

信
玄 

発
行
所
・
敦
賀
市
原
十
三-

七

西
福
寺
寺
務
所 

電
話

・
（
０
７
７
０
）
２
２-

３
９
２
６ 

Ｆ
Ａ
Ｘ

・
（
０
７
７
０
）
２
２-

４
９
８
９ 

メ
ー
ル
・sa

ifu
kuj

i@t
mt.

ne.
jp 

【各種教室】 

  

  

◎
ヨ
ガ
教
室
： 

川
島
香 

第
二
・四
金
曜 

一
回
千
円 

  
◎
華
道
教
室
： 

甫
里
定
榮 

第
二
・四
木
曜 

月
謝
二
千
円 

花
代
各
千
円 

 

◎
書
道
教
室
： 

井
上
白
紗 

月
二
回
週
末 

一
回
千
円 

  

大 原 山 アルバム 

九
月
八
日
後
藤
ひ
ろ
み
さ
ん
よ
り

『結
城
秀
康
』新
刊
本
を
寄
贈
さ
れ
る 

八
月
二
十
四
日
工
事
関
係
者
に

よ
る
山
門
楼
上
特
別
見
学
会 

作
：
松
尾
佑
一 

九
月
七
日
三
成
く
ん
（長
浜
市
）と
よ

っ
し
ー
（敦
賀
市
）共
同
撮
影 

七
月
十
九
日
豊
田
市
よ
り
来
山
さ
れ
た
隨

應
院
檀
家
の
八
木
哲
也
衆
議
院
議
員
と
懇

談
さ
れ
る
山
主 

十
二
月
三
十
一
日
㈰
午
後
十
一
時
～ 

一
〇
八
で
終
わ
り
ま
す 

八
月
四
日
暁
天
講
座
に
て
お

話
さ
れ
る
米
澤
光
治
市
長 

暁
天
講
座
ご
供
養
の
お
粥
を
参

詣
者
と
共
に
米
澤
市
長
と
山
主 


